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給与所得者の方が、「ふるさと納税額の目安」を試算する場合の入力方法を説明します。 

 

■１．入力画面に進む                                     

 

メニュー画面の「複数の収入がある方」ボタンを押して入力画面に進んでください。 

 

 

■２．生年月日を入力する                                    

 

生年月日を入力し、次の入力画面に進むために「給与所得の源泉徴収票」ボタンを押してください。 

 

税額シミュレーションシステムの入力方法 

（ふるさと納税額の目安を試算される方） 

令和２年度（平成 31 年 1 月～令和元年 12 月の収入） 
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■３．源泉徴収票の内容を入力する                                 

 

  源泉徴収票の内容を入力し、画面下方にある「入力完了」ボタンを押してください。 

   

 

   

 

 

 

令和 年分

ｎ 



3 

 

■４．「寄附金に関する事項」欄に任意の金額を入力する                        

 

  「寄附金に関する事項」欄に任意の金額を入力し、画面下方の「税額計算」ボタンを押します。 

  ここでは、「都道府県・市町村または特別区に対する寄附金支払額（ふるさと納税）」欄に、 

「１０，０００」と入力しています。 

 

 

 

 

 

 

【住宅ローン控除（住宅借入金等特別控除）がある方の留意点】 

住宅ローン控除（住宅借入金等特別控除）は、ふるさと納税額の目安の計算には使わないため、入力の

必要はありません。 

ただし、住宅ローン控除（住宅借入金等特別控除）によって源泉徴収税額が０円になっている方など

は、所得税の還付がないこと等により、上限まで控除されない場合がありますのでご注意ください。 
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■５．ふるさと納税額の目安を確認する                               

 

  「税額試算結果」画面が開きます。この画面を下にスクロールしていくと、「寄附金税額控除」という

項目があります。この欄の一番下に「自己負担額の２，０００円を除いた金額が控除されるふるさと納税

額の目安（この試算で算出された額）」（＝ふるさと納税額の目安）が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前年分と当年分収入や控除等に変動がある方の留意点 

前年分の源泉徴収票で試算された場合、当年分の収入や控除等に変動が大きいと目安にならない場合が

ありますのでご注意ください。 


